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朗読箇所：　第五章　モロッコ革をもとめて
5. フレンチ・モロッコ

・ルネサンス期の本の変化
· 本文の印字、字体、判型、本文素材、製本・装丁の変化⇒人文主義的装丁
-	本の内容の変化に呼応

・ジャン・グロリエ（Jean Grolier, 1479‐1565）
· フランスの愛書家
· ミラノ公国の宮廷財務官，フランス政府財務官 (1534) などを歴任
· グロリエ様式
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